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響についてin vitroでの検討も行っている｡後者により, in vivoの実験における低酸素状態や炎症などの局
所環境の変化による影響を排除し,圧縮力の直接作用を明らかにすることが可能となっており,目的に即した
妥当な研究方法である｡
研究結果として以下のことが明らかにされた: (丑歯の移動初期の圧迫側歯根膜,特に変性組織周辺の破骨細
胞や多核巨細胞に強いVEGFの局在が認められた｡ ②歯根膜線維芽細胞のVEGF産生および遺伝子発現とそ
の培養上清の血管形成能は,いずれも荷重依存的に増加し, 4.08× 10~4N/cm2で最大に達した｡
本研究は,圧迫側歯根膜においてもVEGFが発現することを初めて兄いだし,ある程度の持続的圧縮力が
歯根膜線維芽細胞のVEGF産生と血管新生能を促進することを明確に示した点で高く評価できる｡また,
VEGFは骨のリモデリングにも関与することから,歯の移動において歯根膜細胞が産生するVEGFが中心的
な役割を担っている可能性があると考察している｡このように,本論文は歯の移動のメカニズムの解明を前進
させる極めて重要な情報を提供していることから,博士(歯学)の学位授与に値するものと判断する｡
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